
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

６ 次の１～４の会話文の（   ）にあてはまる 

  最も適切な英語を，それぞれ下のア～エの中か 
ら選び，その記号を書きなさい。 
 
１ A : What (      ) Akiko and Ken do on 

 Sunday? 
       B : They play basketball. 
        

(注)Akiko アキコ（人名）  
Ken ケン（人名） 

    

    ア is    イ are    ウ do    エ does     

 

教科に関する調査の設問別の分析結果 
「基礎・基本」定着状況調査 中学校英語 ６１ 

【出題の趣旨】 

 適切な語を用いて会話文を組み立てるこ

とができるかどうかをみる。 
 
 
 
 
【学習指導要領の内容・領域】 
 「読むこと」（ウ） 
物語や説明文，会話などのあらすじや大切

な部分を読み取ること。 
（大まかな流れをつかみながら読み取った

り，中心となる事柄など大切な部分をとら

えて的確に読み取ること） 

 
 
・何を問われているのかを応答文から読みとる力 
・be動詞，一般動詞の用法の理解 
・主語により，do，doesを使い分けることの理解 
 
 
○ 解答類型２について 
・疑問文の中の do が動詞として使われ，（  ）には be 動詞ではなく助動詞を補うのだということ
が理解できていない。 
・主語は Akiko and Kenで，三人称複数であることが判断できていない。 

○ 解答類型３について 
・疑問文の中の do が動詞として使われ，（  ）には be 動詞ではなく助動詞を補うのだということ
が理解できていない。 

○ 解答類型４について 
・助動詞を補えばよいという理解はできているが，主語が Akiko and Ken（三人称複数）であること
が理解できていない。 
以上のことから誤答の原因として，主語は何であるか，主語による do / doesの使い分け，一般動詞 / be
動詞のどちらを使う文であるか，が十分理解できていないことが考えられる。また，文頭に疑問詞が置

かれていることでその判断がより困難であったと考えられる。 
 

この問題を解くために必要な力 

誤答分析 

解答類型 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
左記 

以外 
無解答

本校の割合

（％） 
15．2 30．4 39．1 15．2     0．0 

 正答率 

本校 15．2％ 

広島県 21．3％ 

尾道・府中地区研究推進地域 府中市立第三中学校英 



 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

【単元名】  Unit 5  A Park or a Parking Area? （第２学年） 

調査結果からみる課題 

 
【課題となる力】 

・ be動詞，一般動詞を正しく使い分ける
ことができる力 
・ 対話の文脈を考えて，適切な順序で文
を書くことができる力 
 
【指導上の課題】 

・ be動詞，一般動詞のそれぞれの用法を
確実に定着させていない。 
・ スキットづくりやスピーチなどで，自

分の考えをまとまりのある文章で表現

する指導が不十分である。 

指導改善のポイント 

 

be 動詞と一般動詞に注目して，正しく

文を組み立て，対話を成立させる。 
 

 
【指導の工夫】 

 ①絵を活用し，be動詞と一般動詞を含む対
話文を作らせる。 

 

 ②各個人で自分の考えを書かせる。その後

ペアになって，まとまりのある対話文を

完成させる。 

 

 

    

 

・ この単元で学習した「接続詞(that)」を使って文章を作らせる。 
・ 英語が苦手な生徒に配慮し，例文を提示する。その例文を参考にしながら 
個人思考させる。 
・ 作った文をもとに，まとまりのある対話文を作らせる。 
  

 

 

 

 

 

・ 毎回の授業のウォーミングアップとして“Let’s talk with your pair!”で取り
組み，ペアで教え合いながら疑問文や応答のパターンを定着させる。 

・ 個々が考えた英文を参考にしながら，まとまりのある対話文を作らせる。 

 

調査結果の分析をふまえた指導改善のポイント 
 「基礎・基本」定着状況調査 中学校英語 ６１ 

① 絵を活用し，be動詞と一般動詞を含む対話文を作らせる。 

② 個人思考から集団思考に変えて，ペアになってまとまりのある対話文を完成

させる。 



  
 
 
 
                     平成２１年１１月９日（月）５校時（13：50～14：40） 

場所 ：３階 ２年２組教室 
  
 

 
 
本単元は，ある事故をきっかけに「公園を維持するか，駐輪場にするか」という議論が起こると

いう設定である。身近な「地域の問題」を扱いながら，「事実を伝える」「意見を述べる」という言

語活動が可能である。新聞記事や投稿の意見を読んで内容を理解し，また，それを参考にして，５

W１H の明確で簡単な記事を書くことができたり，簡単に自分の意見を述べることができたりする
内容である。 
また，新出の文法事項としては，接続詞 if, that, when, becauseをまとめて順番に扱えるように
なっている。事実を伝えたり，自分の気持ちや考えを述べたりするのにふさわしい表現である。ま

た，普段の生活の中でよく使う表現の中にも使われていて，コミュニケーションの幅を広げること

ができる。今後の学習の中で，より本格的な「議論」を扱う際に活用できる表現でもある。 
  
○単元の系統 
     《接続詞》             
    小学４年 四季を味わおう！ 
           （ because ） 
    小学６年 趣味は何？ 
         （ because ） 
   小学６年 将来の夢を語ろう！ 
         （ because ）          
    小学６年 自分を語ろう！ 
         （ because ） 
      
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
【課題となる力】 
 ・ be動詞，一般動詞を正しく使い分けることができる力 
・ 対話の文脈を考えて，適切な順序で文を書くことができる力 

【指導上の課題】 
・be動詞，一般動詞のそれぞれの用法を確実に定着させていない。 
・スキットづくりやスピーチなどで，自分の考えをまとまりのある文章で表現する指導が不十分であ

る。 

中学校第２学年 英語科学習指導案 

単元名：Unit 5  A Park or a Parking Area? 

単元について 

調査結果からみる課題 

 中学１年 Unit 3  
             グリーン先生の初授業 

（ but ） 
 中学１年 Unit 4 

 日本大好き 
（ and ） 

  中学１年 Unit 5 
             ピクニックに行こう 

（ or ） 
 中学１年 Unit 7 
             カナダの学校 

（ so ） 
 中学２年 Unit 5 
             A Park or a Parking Area? 

（ if ） 



 
 
 
（１）指導内容・指導方法について 

   be 動詞と一般動詞に注目して，正しく文を組み立てることを指導のポイントとし，そのため以下

の指導を行う。 

  

 ①絵を活用し，be 動詞と一般動詞を含む対話文を作らせる。 

     ・この単元で学習した「接続詞(that)」を使って文章を作らせる。 
・英語が苦手な生徒に配慮し，例文を提示する。その例文を参考にしながら個人思考させる。 

・作った文をもとに，まとまりのある対話文を作らせる。 

   

②個人思考から集団思考に変えて，ペアになってまとまりのある対話文を完成させる。 

・毎回の授業のウォーミングアップとして“Let’s talk with your pair!”で取り組み，ペアで教え
合いながら疑問文や応答のパターンを定着させる。 

・個々が考えた英文を参考にしながら，まとまりのある対話文を作らせる。 

 

（２）「ことばの教育」との関連 
  「言語技術」を活用した指導を通して，生徒につけたい力は次の通りである。 
□ 与えられた単語から，文の意味を考えて正しい語順で文を作る場面 
・・・・・■主語を明らかにして書く力 
 
 
 

 
 
 
コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
表現の能力 理解の能力 

言語や文化についての

知識・理解 

・ペアワークやグループ 
ワークにおいて必要に 
応じて協力し合ってい 
る。 
・新しく学んだ表現を用 
いて，意欲的に記事を書 
こうとしている。 
 

・接続詞 ifを用いて自 
分のことなどを書くこ 
とができる。 
・接続詞 thatを用いて
自分の考えを書いたり，

対話文を作ったりする 
ことができる。 
・接続詞 whenを用いて
自分のことなどを話し 
たり，書いたりすること

ができる。 
・接続詞 becauseを用 
いて自分のことなどを 
書くことができる。 
 

・本文の内容を正しく読

みとることができる。 
 

・if節を用いた文の形・
意味・用法を理解してい

る。 
・that節を用いた文の 
形・意味・用法を理解し

ている。 
・when節を用いた文の
形・意味・用法を理解し

ている。 
・because節を用いた文
の形・意味・用法を理解

している。 

 
 
 
 
 
 
 

指導改善のポイント 

単元の目標 



 

 

 

（全９時間） 

評     価 
次 学習内容（時数） 

関 表 理 知 評 価 規 準 評価方法 
   ◎

１ 

・if節を用いた文の形・ 
意味・用法を理解する。 
・接続詞 ifを用いて自分 
のことを表現できるよう 
になる。       （１） 

  
○   

・if節を用いた文の形・意味・用法を 
理解している。 
・接続詞 ifを用いて自分のことなど 
を書くことができる。 

ワークシート 
小テスト 
活動の観察 
 
 

２ 

・本文を読んで内容を理 
解する。     （１） 

  ◎  ・本文の内容を正しく読みとることが 
できる。 

ノート 
 

   ◎

３ 

・that節を用いた文の 
形・意味・用法を理解す 
る。 
・本文を読んで内容を理 
解する。     （１） 

  
 

 
○ 

 

・that節を用いた文の形・意味・用 
法を理解している。 
 
・本文の内容を正しく読みとることが 
できる。 

ワークシート 
小テスト 
 
ノート 

 ◎  
 

 

４ 

・接続詞 thatを用いて対 
話ができたり，書いたり 
できるようになる。  
      

【本時１/１】 

 
 
○ 

   

・接続詞 thatを用いて自分の考えを 
書いたり，対話文を作ったりすること 
ができる。 
・ペアワークにおいて必要に応じて協 
力し合っている。 

ワークシート 
活動の観察 
 
 
 

５ 

・when節を用いた文の 
形・意味・用法を理解す 
る。 
・接続詞 whenを用いて 
自分のことを表現できる 
ようになる。    （１） 

 
 

 
 
 
 
○ 

 ◎ ・when節を用いた文の形・意味・用 
法を理解している。 
 
・接続詞 whenを用いて自分のことな 
どを話したり，書いたりすることがで 
きる。 
 

ワークシート 
小テスト 
 
活動の観察 

６ 

・本文を読んで内容を理 
解する。     （１） 

  ◎  ・本文の内容を正しく読みとることが 
できる。 
 

ノート 

７ 
 ・because節を用いた文 
の形・意味・用法を理解 
する。 
・接続詞 becauseを用い 
て自分のことを表現でき 
るようになる。   （１）  

  
 
 
 
○ 

 ◎ ・because節を用いた文の形・意味・ 
用法を理解している。 
 
・接続詞 becauseを用いて自分のこ 
となどを書くことができる。 

ワークシート 
小テスト 
 
活動の観察 

８ 

・本文を読んで内容を理 
解する。     （１） 
 

  ◎  ・本文の内容を正しく読みとることが 
できる。 

ノート 

９ 

・新聞記事を参考にして 
５Ｗ１Ｈの明確な，簡単

な記事を書くことができ

る。       （１） 

 
 
 
○ 

◎   ・取材メモを使って，５Ｗ１Ｈの順に 
なるように記事を書くことができる。 
・新しく学んだ表現を用いて，意欲的 
に記事を書こうとしている。 

ノート 

 
 
 
 
 
 

指導と評価の計画 



 
 
（１）本時の目標 

   接続詞 thatを用いて自分の考えを書いたり，対話文を作ったりすることができる。 
（２）本時の学習展開 

 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準 評価方法

 
 
○ あいさつ 
 
○ Let’s talk with your pair! 
   ペアで既習の英文を音読練習
する。 
○ 単語発音練習 

Unit 5の新出単語をリズムに
乗せて発音練習する。 

 
 

 
 
○接続詞 thatの復習をする。 
・I think (that)~ 
  I don’t think (that)~ 
  We hope (that)~ 
  She knows (that)~ 
 
 
○ワークシートの絵を見て，自分

の思っていることを接続詞 that
を使って５文以上書く。 

 
 
○ペアになって，それぞれが考え

た英文を出し合い，それをもと

にして、相手の考えをたずねた

り、自分の意見を伝えたりする

対話文を作る。 
・一例を挙げて、やり方を示す。 
 
○いくつかの対話文を聞く。 
・対話の工夫が活きている。 
・比較的長い対話文になっている。 
・辞書で調べた単語を使って対話 
文を作っている。 
・面白い内容の対話になっている。 
 
 
 
○本時の振り返り 
・ワークシートを集める。 
○宿題の確認と次時の確認をする 
○あいさつ 

 
 
・元気よく声を出させて，英語学

習へ向かう気持ちを高める。 
＊英文を読むのが難しい生徒のペ

アを支援する。 
 
・文字を見てしっかり発音できる

ようにする。 
 
 
 
 
 
 
・thatは省略されることが多いこ 
 とを確認しておく。 
 
 
 
 
 
＊机間指導で個別支援する。 
 
 
 
 
・ペアで話し合いが進んでいない

ところには援助する。 
・わからない単語は「和英辞典」

 を使って調べさせる。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・自己評価表に記入させる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ペアで協力し合

っている。 
 
接続詞 that を使
って，工夫しな

がら対話文を作

ることができ

る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
活動の 
観察 
 
 
ワークシ

ート 
 

本時の学習 

表 工夫して対話文を
作らせる 

英文をしっかり 
考えさせる 

１ ウォームアップを行う。 

２ 本時の目標を確認する。 

ペアになって，接続詞 thatを使って対話文を作ろう

接続詞 thatのポ
イントを押さえ

る 教

考 

ことばの力活用ポイント 

接続詞 thatを使った文
を書かせる 

３ 個人思考する 

４ ペアで思考する 

５ 今日の学習を振り返る 



 

 

 

 

 「基礎・基本」定着状況調査の問題を授業の中で実施した。 

 

６ 次の１～４の会話文の（   ）にあてはまる最も適切な英語を，それぞれ下のア～エの中から 
選び，その記号を書きなさい。 

 
１ A : What (      ) Akiko and Ken do on Sunday? 

         B : They play basketball. 
        

(注)Akiko アキコ（人名） Ken ケン（人名） 
    
                 ア is    イ are    ウ do    エ does     
 

 
 
 □「基礎・基本」定着状況調査  平均通過率 １５．２％  無回答率 ０％ 
  
□ 検証授業後         平均通過率 ３３．３％  無回答率 ０％ 
         正答      ウ do 

誤答例          ア is    １７．９％ 
                 イ  are     ３３．３％ 
                 エ  does    １５．４％ 
 
 
 
  ○正答率は１８．１％上昇した。 
 ○誤答例から分析して，主語は Akiko and Kenで，三人称複数であることを理解できている生徒が 
  ６６％以上いることがわかった。 
 ○疑問文の中の doが動詞として使われ，(    )には be動詞ではなく助動詞を補うのだということが   
  理解できていない。 
 
  一般動詞と be 動詞の使い分けをするために，既習文型を使って口頭練習をしたり，ワークシート
に書いたりすることで，正答率が向上したと考えられる。 
  英文の主語が何であるか，動詞は一般動詞か be 動詞のどちらを使っているのかを理解させるため
に，今後の基本文導入の中で動詞の復習を取り入れ，継続して指導する必要がある。 

検  証 

検証の方法 

検証結果 

分析・考察 

様式例４ 


